
○ 大都市圏の成長を通じた日本の再生 

（１）２０２５年日本国際博覧会の成功に向けた取組みの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本市の提案・要望】 

  ○ 国家プロジェクトである大阪・関西万博を成功させるため、国際博覧会推進本部

を中心に全省庁が連携して取組みを実施 

○ 未来社会の実現に向けた様々な実証・実装が可能となるよう、必要な規制緩和

措置の実施 

○ 関連するインフラ施設（道路や地下鉄の延伸等）の整備に対する支援措置の実

施 

 

 

担当：経済戦略局・ＩＣＴ戦略室・都市計画局・港湾局・建設局 

（経済産業省・内閣府・国土交通省、関係各省庁） 

 

【現状・課題】 

○ 世界中から人々が参加し、人類共通の課題を解決する場である 2025 年日本国際博覧

会を大阪で開催することは、東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会以降の

日本の成長を牽引するものであり、新たな観光や産業のイノベーションの期待など、

大阪・関西経済の活性化につながるとともに、大阪の魅力を全世界に発信できる絶好

の機会になるなど、非常に大きな経済効果が期待できるものである。 

○ 2018年 11月にフランス・パリで開催された BIE総会において、2025年国際博覧会の

開催国が日本（大阪・関西）に決定したことを受け、国・大阪府・経済界とともに、

実施主体である（一社）2025年日本国際博覧会協会（2019年 10月（公社）2025年日

本国際博覧会協会へ移行）を設立し、2019 年 12 月に BIE へ登録申請書を提出したと

ころである。 

○ 現在、BIE 総会での登録申請書の承認を目指しており、承認後、すみやかに参加招請

活動が行えるよう関係者が連携し取り組みを進めていく。一方、円滑な来場者輸送、

交通の確保等を目指し、インフラ整備についての検討を進めている。 

 (全省庁の取り組みの連携) 

○ 国家プロジェクトである大阪・関西万博を成功させるため、世界の叡智や、最先端技

術を結集するとともに、万博特措法に基づき設置される国際博覧会推進本部を中心

に、セキュリティ・安全対策、外国人旅行者の受入環境の整備、参加招請など大阪・

関西万博の実施に関する総合調整に全省庁が連携して取り組む必要がある。 

（必要な規制緩和の措置） 

○ 未来社会の実現に向けた様々な実証・実装が可能となるよう、国家戦略特別区域法に

基づくスーパーシティの指定や、万博特措法により、必要な規制緩和措置を講じるこ

とが必要である。 

（関連するインフラ施設の整備） 

○ 道路整備や地下鉄中央線の延伸（北港テクノポート線）、海上輸送施設等の整備などの

推進が不可欠であり、こうした事業に対する国の行財政上の支援が必要である。また、

大阪・関西万博の成功にも寄与する淀川左岸線（２期）事業の工事前倒しや、道路・

鉄道をはじめとした様々な輸送改善とまちの飛躍的な発展につなげるため「アクセス

の向上」「安全性の向上」「にぎわい・魅力の向上」を図るプロジェクトについても国

の行財政上の支援が必要である。 



 

1

⑤

③

⑥鉄道（南ルート）
北港テクノポート線の夢洲駅までのイン
フラ整備（及びインフラ外部の負担）

④夢洲幹線道路（周辺道路改良含む）
4車線道路を6車線に拡幅

②舞洲幹線道路
此花大橋と夢舞大橋の拡幅に合わせた幹線道路
の車線拡幅（路面標示書替、ガードレール撤去）

①此花大橋
4車線を6車線に拡幅
歩道部の車道への変更など

③夢舞大橋
4車線を6車線に拡幅
（ガードレール撤去等、橋面整備）

インフラ整備箇所図及び概略工程

万博会場

（仮称）夢洲駅

夢洲

咲洲

舞洲

②舞洲東交差点
立体交差化などの交差点改良

⑦係留施設等
小型旅客船用海上アクセス拠点の整備

⑤下水道
夢洲で発生する汚水を此花処理場で処理す
るために必要となる舞洲抽水所の増設、此花
処理場の機能増強

⑤下水道
夢洲域内の管渠・抽水所整備等

① 此花大橋

② 舞洲幹線道路(舞洲東交差点含む)

③ 夢舞大橋

④ 夢洲幹線道路

⑤ 下水道

鉄道（南ルート）[インフラ部]

鉄道（南ルート）[インフラ外部]

⑦ 係留施設等

工事

設計等 工事

設計等 工事 設計等 工事

設計等 工事

工事（開業準備込）

設計等 工事

設計等 工事（開業準備込）

設計等 工事

⑥
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